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カケハシ・プロジェクト（米国） 

対面同窓会（シカゴ）の記録 

 

１．プログラム概要 

【目的・概要】 

本プログラムは、カケハシ・プロジェクト過去参加者（同窓生）が対面で、同窓組織／同窓生グループの

活動支援と日本文化体験をテーマとし、同窓生の活動や JET プログラム、国費外国人留学生制度の紹介、

日本酒試飲、抹茶体験を通して、日本への関心を持続させることを目的として、2025 年 3 月 23 日に米

国イリノイ州（シカゴ）で実施しました。また同窓生同士の交流や質疑応答を通して、同窓生ネットワー

クの強化も図りました。 

 

【参加者】 

米国（2015年度～2024年度のカケハシ・プロジェクト参加の同窓生）合計 21名 

（内訳）高校生 1名、大学生・大学院生 5名、社会人 15名 

 

来賓 1名 シカゴ日米協会 事務局長 マリオン・フリーバス・フラマン 氏 

 

【訪問地】米国 イリノイ州（シカゴ） 在シカゴ日本国総領事館 広報文化センター 

 

【日程】 

◼ 対面同窓会：2025年 3月 23日（日曜日） 

1. 開会 

【挨拶】在シカゴ日本国総領事館 広報文化センター 所長 村田 侑也 氏 

【挨拶】シカゴ日米協会 事務局長 マリオン・フリーバス・フラマン 氏 

2. 【プレゼンテーション】カケハシ・プロジェクト同窓生 2名によるプレゼンテーション 

（1）2017年度カケハシ・プロジェクト同窓生 クラウディア・アーレス・ヴァレンシア 氏（ヒスパ

ニックコーカサス招へい） 

（2）2024 年度カケハシ・プロジェクト同窓生 アイリーン・ジョイ・メラッド・カラブ 氏（アジア

系米国人青少年招へい（APAICS）） 

3. 【プレゼンテーション】在シカゴ日本国総領事館職員 1名によるプレゼンテーション 

「JET プログラムと MEXT 奨学金」広報文化センター 専門調査員 大岡 洋 氏 

4. 記念撮影 

5. 【アイスブレイクセッション】 

6. 【交流】カケハシ同窓生ネットワーキング 

【文化体験】抹茶体験（茶道裏千家淡交会シカゴ協会）・日本酒試飲 

7. 閉会 
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２．記録写真 

  

【開会】 【プレゼンテーション】 

  

【アイスブレイクセッション】 【交流】参加者の交流の様子 

  

【交流】参加者の交流の様子 【文化体験】抹茶体験 

  

【文化体験】日本酒試飲 【記念撮影】 
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３．参加者の感想（抜粋） 

◆ 大学生 

他のカケハシ同窓生の体験談を聞くことができて、とても楽しかったです。プログラムでは、特に抹

茶体験と茶道の先生からのお話を楽しみました。 

◆ 社会人 

プレゼンテーション、ネットワーキング、文化体験のバランスが良いプログラムだと思いました。良

く構成されており、開催場所が中心部にありアクセスしやすかったことに感謝します。他のカケハ

シ同窓生が異なる非日系組織（例：ユダヤ系のグループやヒスパニック系の非営利団体）から来てい

るとは思わず、皆さんの経験を聞くのはとても興味深かったです。 

◆ 社会人 

カケハシ・プロジェクトに参加した他のグループのことについて聞くことができて、とても楽しか

ったです。私は JET プログラムへの応募にも興味があります。日本の抹茶や日本酒の試飲について

学ぶ機会があったのも楽しかったです。日本に関するクイズも楽しめましたが、今後はもっと交流

の時間があると嬉しいです。このイベントにボランティアとして参加できて嬉しかったですし、今

後のイベントも楽しみにしています。 

 

４．受入れ側の感想（抜粋） 

◆ 文化体験協力団体 

再会の場に参加させていただき、ありがとうございました。皆さんとお茶を楽しむことができ、本当

に楽しかったです。皆さんにお会いできたことは私たちにとって大変な喜びでした。 

 

５．参加者の対外発信（抜粋）、報道等 

 

2025 年 4 月 11 日（ノースウェスタン大学国際戦

略担当副学長室の LinkedIn） 

ノースウェスタン大学は、カケハシ・プロジェクト

を通じて日本との絆をさらに強めています！ 

当大学の職員と生徒の一人が、シカゴの在シカゴ

日本国総領事館で開催されたカケハシ・プロジェ

クトの同窓会に参加しました。 

このイベントに先立ち、一般財団法人日本国際協

力センター（JICE）の職員が、当大学のエバンス

トン・キャンパスを訪問されました。私たちは文化

交流の重要性について話し合い、カケハシ・プロジ

ェクトに参加したノースウェスタン大学の学生た

ちが、日本への留学、就職、大学院進学のために再

び日本を訪れていることを強調しました。 
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2025年 4月 11日（LinkedIn） 

大学院生 

私はカケハシ・プロジェクトで 2025 年に訪日す

る経験を得ることができました。 

このような貴重な機会を与えてくださったアジア

太平洋圏議会研究所（APAICS） に心から感謝して

います。 

今回が私にとって初めての日本訪問であり、これ

まで磨いてきた日本語の会話力を実践する絶好の

機会でもありました。 

多くの人が日本を訪れる際、大都市にしか行かな

いことが多いですが、私は東京も楽しんだ一方で、

秋田県の雪深い田舎で日本人のホストファミリー

と一緒に過ごすことができました。これはカケハ

シ・プロジェクトの中で最も心に残った出来事で、

ホストファミリーの温かいおもてなしは一生忘れ

られません。布団で寝たり、温泉に入ったり、天ぷ

らを一緒に揚げたり、畳の上でドジャースの試合

を観たりと、日常的でありながら特別な体験でし

た。 

近年、こうした人と人との交流プログラムは予算

削減の影響を受けており、カケハシ・プロジェク

トに参加できる人も減ってきています。しかし、

このようなプログラムこそ、心に残り、大きな影

響を与えてくれるものだと思います。私は日本で

過ごした時間と、そこで親切にしてくださった

方々のことは決して忘れません。 

米国に帰国した後は、在シカゴ日本国総領事館で

今回の経験についてプレゼンテーションを行いま

した。そこで出会った ノースウェスタン大学の職

員の方 にも感謝しています。彼女はノースウェス

タン大学で留学を推進する活動をされています。

この素晴らしい機会について、もっと多くの人に

知ってもらえるよう、今後も発信していきたいと

思います。 

 

実施団体：一般財団法人日本国際協力センター（JICE） 


